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（電子レセプトデータからの拡大推計値、各年1月～12月までの12ヵ月間）

価値創造ストーリー

女性医療の重要性と社会課題

子宮筋腫、子宮内膜症、月経困難症などに代表される女性特有の疾患は、患者数が増加傾向にあります。      その背景には、生涯の月経回数の増加が挙げられます。女性の社会進出に伴い晩婚化や晩産化の傾向が進み、  
生涯の出産回数は昔は 5 回だったのが現在では 2 回へと半分以下になり、女性の        生涯の月経回数は 50 回から450 回へと9 倍に増加しているといわれています。      

月経にまつわるさまざまな不調に耐えながらの業務では本来のパフォーマンス        を発揮できず、それによる労働損失は年間 4,911 億円との報告もあります。
私たちは予防から検査・診断、治療そして予後までを見据えた        アプローチで、これらの社会課題の解決に貢献していきます。

女性特有の月経随伴症状による年間の労働損失

4,911億円

・「女性のための健康ラボMint+」による健康情報の発信
・ヘルスリテラシーの向上への貢献
・女性が健やかに生きるための選択機会の提供
・望まない妊娠を防ぐ経口避妊剤、緊急避妊剤の提供

・LC-MS/MS*¹による独自の高感度測定技術
・超高感度エストロゲン測定
・毛髪・爪でのストレスホルモン量検査キット
・早期発見、早期治療のサポート

＊1 液体クロマトグラフィー・タンデム型質量分析法

・女性のライフステージに合わせた多種多様な医薬品の提供
・有効で安全な医薬品の安定供給
・アンメットメディカルニーズ*²への対応
・女性活躍推進への貢献

＊2 まだ満たされていないメディカルニーズ

・女性のQOL向上への貢献
・ヘルスリテラシーの向上への貢献
・健康寿命の延伸への貢献
・フェムテックの推進による健康課題解決

私たちが解決　   する社会課題

子宮筋腫 (万人）

225万人

女性疾患の罹患数

子宮内膜症 (万人）

100万人
月経困難症 (万人）

196万人
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